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特集　 「宇宙開発事業団の 月探査研究」

月探査 ミッ ショ ンの技術研究

岩田勉

　宇宙開発事業団の シス テム 技術研究部（1995年以

前は シ ス テ ム 技術開発部）で は，1985年頃から，定

常的一
般研究 として，将来の 宇宙活動分野 の 研究

を行 っ て い る．月 も将 来の 重要 な発展分野 で あ る

との位置づ けか ら，H −IIロ ケ ッ トを使う無人 ミ ッ

シ ョ ン ある い は さらに 将来 の 有人月面基地な どの

概念の 検討を ，
1986 年頃か ら行 っ て い る，また

1988年か らは
， 宇宙開発事業団 と関連メーカ の 月

ミ ッ シ ョ ン 研究 の 発表の 場 として月面基地 ワ
ー

ク

シ ョ ッ プを，
1992年 まで に 5回 ， 筑波研究交流 セ

ン ター
で 開催 した．こ れ らの 研究の 結果，1992年

に は ，月 ・惑星 ミ ッ シ ョ ン 概念研究成果報告書

CTk−SSO438）が 出版 された カ 　これ には H −IIロ ケ ッ

トに よ る月周回衛劉 着陸実験機，月面ロ ーバ ，サ

ン プ ル ・リタ ーン ，有人月面拠点，有入月輸送シ

ス テ ム など現在 ， 議論の対象 となっ て い る シ ス テ

ム はほとん ど詳細 に検討されて い る，これ ら大量

の技術研究成果は 1994− 95年の宇宙開発委員会長

期 ビジ ョ ン の検討に技術的下敷 きを提供 し，今時

の 月探査機の実現に道を開い た，

技術研究面か ら，周回探査機は もちろ ん，未経

験とはい え古 い 技術で構成 しうる着陸機も不確定

要素が少ない こ とは，初期か ら分か っ て い た．し

か し，ロ
ーバ とな ると，今 回の 火星 パ ス フ ァ イ ン

ダ
ー

が初め て の本格ミ ッ シ ョ ン で あることか ら分

かるように，技術的に最先端の ロ ボ ッ ト技術を要

求する危険な試み で あ る．そ こ で，ロ ーバ は基礎

から技術 を積み上げ る 戦略 をとり，早 くig92年頃

から試作試験を開始 した．現在，第 2 世代の テ ス

トベ ッ ド試作を進め て い る ．サ ン プル リ タ ーン は

さらに 高度の 先端技術 を必要 とす る。こ の ミ ッ シ

ョ ン は大型に な りが ちで ある ため
， 特に最先端の

小型化技術 の 活用 に よ る ロ ケ ッ トへ の負担軽減 が

強 く要求され るか らで ある ．こ れ に関して は
， 小

型衛星 の 開発 に よ る技術 基盤 の 充実を期待 して い

る．さらに将来の ス テ ッ プ として は，有人 の 月面

活動 を考えるべ きで あるが，こ れ に 関して は，有

人月面拠点の 概念を
一一

応 の リフ ァ レ ン ス と して ，

宇宙ス テ ーシ ョ ン か らの 技術発展に期待 して い る．

有人支援技術，輸送技術など個 々 の 要素技術はそ

れぞれの発展研究が進め られ て い るが
，

シ ス テ ム

として有人月面 シ ス テ ム は現在は研究 対象として

い ない ．

　探査 ミ ッ シ ョ ン の科学面の意義に つ い て は，当

然，科学者の検討に よ る が
， 宇宙活動の

一一一
部 とし

て の 月探査とい う観点か らの検討も研究の 一環 と

捕らえて い る．宇宙開発は科学そ の もの で もな く，

実用そ の もの で もな く，そうか とい っ て ，こ れ ら

と全 く違 うもの とい う訳で もない ．他に代替 され

ず，他に還元されな い 国家活動，たとえば外交 の
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ような，もの で ある．こ れ をどこ まで熱心に ， ど

こ まで力 をい れ て 進 め る か は
，

バ ラ ン ス の 問題で

しかな い ．研究 として は
，

こ うすれば こうなる，と

い うケー
ス ス タデ ィ で こ の 問題 に対応 して い る．た

とえば
， 月資源の利用開発に関 し研究 としては技

術 可能性 を追究する が ， 実際に近い 将来，月に多

量の 機材 を送 り込 ん で こ れ らを本格的に開発すべ

きか否かは前提 とすべ きで ない し，で きな い ，
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